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訪
問
買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス

に
注
意
！

　

業
者
が
訪
問
す
る
形
で
あ
っ
て
も
、
買
い
取
り
の
場

合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
契
約
解
除
）
が
で

き
ま
せ
ん
。
後
に
な
っ
て
「
や
め
た
い
」
と
申
し
出
て

も
、
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

業
者
の
買
い
取
り
価
格
が
相
場
に
照
ら
し
て
適
正
か

ど
う
か
、
そ
の
場
で
判
断
す
る
こ
と
は
、
素
人
に
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。「
鑑
定
す
る
だ
け
で
も
」
と

言
っ
て
強
引
に
買
い
取
る
業
者
も
い
ま
す
の
で
、
売
る

気
が
な
け
れ
ば
最
初
に
き
っ
ぱ
り
と
断
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
古
い
着
物
の
買
い
取
り

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
「
不
要
な
貴
金
属
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
業
者
が
自
宅
を
訪
問

し
て
き
た
。
手
持
ち
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
見
せ
る
と
、
強
引
に
数
点
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
買
い
取
っ
て
帰
っ
た
。翌
日
、

買
い
取
り
価
格
が
安
す
ぎ
る
と
思
い
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
と
伝
え
た

が
断
ら
れ
た
。

▼
相
談
事
例

環境政策課　 （25）8123▼市が進める５Ｒ

　ごみを出さない工夫として、市では、国が進める「３Ｒ」（減らす・再使用・
再生利用）に「２つのＲ」（断る・修理）を加え、「５Ｒ」を独自に推進しています。
５Ｒには順番があり、バラバラでは意味がありません。次の順番で「５Ｒ」に心
がけ、環境にやさしい無駄のない暮らしを目指しましょう。

家庭のごみを出さない工夫

Reduce

　毎日の生活の中でごみを作
らない工夫をして、家庭から出
るごみそのものを減らします。
いわゆるごみのダイエット。

・必要なものを、必要なだけ買
う。

・詰め替えできる商品を買う。

リデュース減らす

具
体
例

Reuse

　使い捨てをやめ、繰り返し
使用することです。

リユース再使用

・不要になったものを、必要
としている人に譲る。
・リターナブル（回収再使
用）容器を使用した商品を
選ぶ。

具
体
例

Recycle

　使い終えたものを原料（資源）
として、別の形でもう一度利用す
ることです。リサイクルされた商
品を選ぶこともリサイクル。

リサイクル再生利用

・缶、びん、ペットボトル、古紙類
をきちんと分別して収集に出す。

・生ごみをたい肥化する。

具
体
例

Repair

　壊れたものを修理して使い
ます。ごみを減らすのと同時
に、物を大切にする心が育ま
れます。

リペアー修理

・破れた服を直す。
・傘の骨が折れても修理でき
ます。

具
体
例

Refuse

　すぐにごみになるものを買
わない、もらわないようにし
ます。また、衝動買いをしな
い。

リフューズ断る

・マイバックを持参し、レジ
袋を断る。
・過剰包装やコンビニでの割
りばしを断る。

具
体
例
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孫
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光
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迎
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年
の
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れ　
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待
た
れ
る
も　

待
つ
も
い
ら
い
ら　

Ａ
Ｔ
Ｍ 

西
川
五
磋
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・
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老
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日
々
や　

秋
深
し 

西　
　

清
明
（
高
・
鴨
川
平
）

私
好
き　

孫
の
笑
顔
と　

食
べ
っ
ぷ
り 

中
河　

仁
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岸
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目
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木
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一
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飛
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雲 
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イ
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高
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鴨
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平
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立
つ　

よ
い
知
ら
せ
か
な　

電
話
鳴
る 

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

総
理
さ
ま　

ぬ
る
ま
ゆ
菅か
ん
は　

酒
も
い
や 

川
本　

一
男
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安
・
北
船
木
）

山さ
ざ
ん
か
茶
花
が　

真
紅
そ
の
ま
ま　

雪
に
舞
う 

松
本
せ
つ
こ
（
マ
・
海
津
）

老お
いの
動
き　

か
ま
わ
ず　

追
い
越
し
て
ゆ
く　

年
の
暮
れ 

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

音
も
な
く　

木
の
葉
重
な
り　

日
向
ぼ
こ 

髙
澤　

芳
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（
今
・
松
陽
台
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酷
暑
も　

事
多
き
年
も　

暮
れ
て
ゆ
く 

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

日
本
国　

未
来
を
た
く
す　

新
し
ん
せ
い
じ
ん

生
人 

久
米　

良
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新
・
太
田
）

知
ら
ぬ
間
に　

白
酒
嘗な
め
て　

娘こ
が
踊
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髙
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久
一
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新
・
藁
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松
飾
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街
あ
ら
た
な
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陽
と
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鈴
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京
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安
・
藤
江
）

有
料
広
告


